
ii

序	

竹
内
順
一
　岡
佳
子

　ル
イ
ズ・
コ
ー
ト

　ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
M
・
ワ
ツ
キ
ー
　

I
中
国
か
ら
き
た
茶
壺

唐
物
が
茶
道
具
に
な
っ
た
と
き	

竹
内
順
一

　2

唐
物
茶
壺
の
展
開	

李
寶
平

　栗
建
安（
訳
：
中
井
淳
史
）

　13

唐
物
茶
壺	

西
田
宏
子

　34

日
本
に
お
け
る
唐
物
茶
壺
の
考
古
学	

井
上
喜
久
男

　45

茶
壺
の
役
割
―
緑
茶
の
味
と
の
関
係		

大
森
正
司

　69

II
「
千
種
」の
す
が
た

「
千
種
」に
つ
い
て	

ル
イ
ズ・コ
ー
ト（
訳
：
松
村
真
希
子
）

　80

一
六
世
紀
の
茶
会
記
に
記
さ
れ
た「
千
種
」の
拝
見
記	

竹
内
順
一

　97

「
千
種
」を
め
ぐ
る
名	

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・M・ワ
ツ
キ
ー（
訳
：
常
田
道
子
）

　110

「
千
種
」の
口
覆
い
に
つ
い
て	

吉
岡
明
美

　130

目
次



iii  

「
千
種
」の
口
覆
い
と
名
物
裂
・
富
田
金
襴
に
つ
い
て	

佐
藤
留
実

　138

染
料
―
「
千
種
」に
附
属
す
る
染
織
品
か
ら	

毛
利
千
香

　ブ
ラ
イ
ス・マ
ッ
カ
ー
シ
ー

　149

Ⅲ
「
千
種
」、ふ
た
た
び
海
を
渡
る
ま
で

「
千
種
」の
伝
来
と
唐
物
茶
壺
―
江
戸
時
代
初
期
を
中
心
に	

岡
佳
子

　158

野
々
村
仁
清
作「
色
絵
叭
々
鳥
図
茶
壺
」を
め
ぐ
っ
て	

岡
佳
子

　179

一
七
世
紀
以
降
の「
千
種
」の
伝
来	

熊
倉
功
夫

　185

皓
々
斎
宗
也
筆「
茶
壺
紐
飾
雛
形
書
」に
つ
い
て	

岡
佳
子

　206

「
千
種
」と
国
際
美
術
市
場	

ジ
ュ
リ
ア・ミ
ー
チ（
訳
：
前
﨑
信
也

　清
水
彩
野
）

　212

「
千
種
」関
係
史
料
集

茶
会
記
・
名
物
記
等	

　231

「
千
種
」附
属
文
書	

238

久
田
家
文
書	

245

「
千
種
」
と
主
要
附
属
品
一
覧
／
編
者
・
著
者
紹
介
／
謝
辞



ix 序

the Art of Tea”

日
本
語
版
出
版
の
依
頼
を
正
式
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
本
書
の
編
纂
が
始

ま
っ
た
。

本
書
の
構
成
と
内
容

『「
千
種
」
物
語

―
二
つ
の
海
を
渡
っ
た
唐
物
茶
壺
』
は
、
一
六
頁
の
カ
ラ
ー
口
絵
か
ら
始
ま
る
。「
千
種
」
の

正
面
像
、
他
の
三
方
向
か
ら
み
た
姿
と
井
上
喜
久
男
氏
に
よ
る
実
測
図
で
あ
る
。
次
が
富
田
金
襴
の
口
覆
い
に
、
そ

れ
を
結
ぶ
口く

ち

緒お

、
柴
田
緞ど

ん

子す

の
敷し

き

衣ご
ろ
も、
こ
れ
ら
の
染
織
品
は
室
町
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
た
め
拡
大
図
も
付
け
た
。

つ
い
で
網
と
飾
り
紐
へ
と
続
く
が
、
こ
れ
ら
を
纏ま

と

っ
た
「
千
種
」
の
姿
、
あ
る
い
は
実
際
に
飾
り
紐
を
結
ぶ
画

像
な
ど
も
掲
載
し
た
。
加
え
て
、「
千
種
」
と
附
属
品
を
入
れ
る
た
め
の
箱
三
個
と
箱
書
、
底
の
墨
書
と
附
属
文
書

類
も
載
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
唐
物
茶
壺
「
千
種
」
自
体
と
、
今
に
い
た
る
ま
で
附
属
し
て
き
た
口
覆
い
、
紐
、
箱
、

文
書
類
の
う
ち
、
各
論
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
重
要
な
作
品
、
そ
れ
ら
が
「
千
種
」
を
飾
っ
た
状
態
ま
で
を
復
元
し

た
の
で
あ
る
。

本
文
は
、
一
六
の
論
考
を
内
容
に
合
わ
せ
三
部
に
分
か
っ
た
。

第
一
部
は
「
中
国
か
ら
き
た
茶
壺
」
で
あ
る
。「
千
種
」
は
中
国
で
作
ら
れ
、
日
本
に
運
ば
れ
て
唐
物
の
名
物
茶

壺
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
状
況
を
生
ん
だ
背
景
を
考
察
し
た
論
文
を
集
め
た
。

最
初
は
竹
内
順
一
の
「
唐
物
が
茶
道
具
に
な
っ
た
と
き
」
で
あ
る
。「
唐
物
」
は
中
国
か
ら
の
輸
入
品
の
総
称
だ

が
、
茶
の
湯
が
最
も
隆
盛
し
た
一
六
世
紀
後
半
に
骨
董
の
唐か

ら

絵え

や
墨
蹟
、「
形な

り

」「
比こ

ろ

」「
様よ

う

子す

」
の
三
条
件
を
満
た

し
た
茶
入
や
茶
壺
が
名
物
の
茶
道
具
と
な
っ
た
。
そ
の
証
し
と
し
て
茶
人
た
ち
が
与
え
た
も
の
が
名め

い

物ぶ
つ

裂ぎ
れ

と
呼
ば



x

れ
る
唐
物
染
織
品
の
表
具
・
口
覆
い
・
袋
で
あ
っ
た
。

続
く
、
李
寶
平
・
栗
建
安
氏
に
よ
る
「
唐
物
茶
壺
の
展
開
」
は
、
日
本
で
茶
壺
の
用
途
を
も
つ
中
国
の
施
釉
四し

耳じ

壺こ

の
窯
址
、
都
市
遺
跡
、
沈
船
等
か
ら
の
出
土
遺
物
を
も
と
に
、「
千
種
」
が
何
れ
の
窯
で
焼
か
れ
た
の
か
を
考

察
し
た
。
唐
物
茶
壺
の
源
流
を
た
ど
る
意
欲
的
な
論
考
で
あ
る
。

西
田
宏
子
氏
の
「
唐
物
茶
壺
」
は
、
中
国
で
香
料
や
薬
の
保
存
用
壺
が
一
四
世
紀
前
半
に
渡
来
し
、
日
本
で
茶

壺
と
な
り
、
贈
答
品
や
引
出
物
と
し
て
実
用
品
以
上
の
価
値
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
だ
が
、
名
物

と
な
っ
た
茶
壺
も
、
一
六
世
紀
末
の
呂る

宋そ
ん

壺つ
ぼ

の
大
量
輸
入
が
原
因
で
価
値
が
低
下
し
た
。
そ
の
経
過
を
記
録
と
伝

世
品
を
も
と
に
綿
密
に
追
っ
て
い
る
。

井
上
喜
久
男
氏
の
「
日
本
に
お
け
る
唐
物
茶
壺
の
考
古
学
」
は
、
北
は
北
海
道
上
之
国
勝
山
館
跡
か
ら
西
の
堺
環

濠
都
市
遺
跡
に
い
た
る
ま
で
、
唐
物
茶
壺
が
出
土
し
た
中
世
の
城
館
・
都
市
屋
敷
な
ど
の
遺
跡
を
取
り
あ
げ
、
遺

跡
の
性
格
、
出
土
茶
壺
の
特
徴
な
ど
を
詳
細
に
記
載
し
、
茶
人
の
美
意
識
か
ら
選
ば
れ
た
鑑
賞
陶
器
か
ら
、
実
用

品
の
廃
棄
さ
れ
た
壺
ま
で
遺
跡
の
性
格
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
は
、
竹
内
の
、
厳

し
い
条
件
を
満
た
し
た
茶
壺
が
実
用
品
か
ら
名
物
と
な
る
と
い
う
視
点
に
も
通
ず
る
だ
ろ
う
。

西
田
氏
は
前
掲
論
考
で
、
名
物
の
唐
物
茶
壺
は
保
管
す
る
茶
の
味
を
甘
く
す
る
、
と
中
世
の
人
々
が
記
し
て
い

た
と
指
摘
し
た
が
、
大
森
正
司
氏
は
「
茶
壺
の
役
割

―
緑
茶
の
味
と
の
関
係
」
に
お
い
て
、
葉
茶
を
保
管
し
た

後
の
「
秋
出
し
新
茶
」
の
成
分
を
詳
細
に
化
学
分
析
し
、
シ
ュ
ウ
酸
な
ど
の
減
少
か
ら
刺
激
や
渋
味
が
減
っ
て
旨う

ま

味み

が
増
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。「
千
種
」
大
壺
へ
の
保
管
が
茶
味
を
高
め
た
原
因
が
こ
こ
に
あ
る
。

第
二
部
は
「「
千
種
」
の
す
が
た
」
と
題
し
、「
千
種
」
そ
の
も
の
と
口
覆
い
な
ど
の
附
属
品
に
関
す
る
論
考
を

集
め
た
。
冒
頭
が
ル
イ
ズ
・
コ
ー
ト
に
よ
る
「「
千
種
」
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
コ
ー
ト
は
土
、
釉
、
造
形
か
ら
中



1 1 6「千種」をめぐる名

の
大
壺
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
全
て
に
名
が
つ
き
、
特
別
な
由
来
が
認
め
ら
れ
る
。

「
千
種
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
他
と
同
様
に
、
そ
の
記
述
は
「
名
」
か
ら
始
ま
る
。

そ
れ
は
、
名
が
道
具
を
識
別
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。「
千
種
」

の
当
時
の
所
有
者
が
商
人
で
茶
人
で
も
あ
っ
た
誉こ

ん

田だ

屋や

徳と
く

林り
ん

（
生
没
年
不
詳
、
一
五
六
〇

〜
九
〇
年
頃
活
躍
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
簡
潔
な
が
ら
に
示
唆
に
富
ん
だ
記
述
か
ら
わ

か
る
。
彼
が
居
住
し
た
堺
は
、
京
の
都
の
南
に
位
置
す
る
商
港
都
市
で
、
茶
の
湯
の

中
心
地
で
も
あ
っ
た
。
続
け
て
、
堺
の
茶
人
の
引い

ん

拙せ
つ

（
一
四
五
八
〜
一
五
二
七
）
が
、
徳

林
以
前
に
千
種
を
所
有
し
た
こ
と
が
あ
る
と
記
す
。

引
拙
の
名
は
『
山
上
宗
二
記
』
の
他
の
箇
所
に
幾
度
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
茶

道
具
の
目
利
き
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。
茶
の
湯
の
祖
と

い
わ
れ
る
珠し

ゆ

光こ
う

（
一
四
二
三
〜
一
五
〇
二
）
の
有
能
な
弟
子
で
、
多
く
の
茶
人
か
ら
慕
わ

れ
、
現
存
す
る
姥う

ば

口ぐ
ち

雹あ
ら
れ

釜
（
図
1
）
や
灰は

い

被か
つ
ぎ

天
目
（
図
2
）
な
ど
の
重
要
な
茶
道
具

を
所
持
し
て
い
た（

（
（

。『
山
上
宗
二
記
』
に
記
さ
れ
た
徳
林
と
引
拙
の
名
は
、
茶
道
具
の

本
質
の
理
解
に
熟
達
し
た
者
た
ち
が
こ
の
壺
を
所
有
し
、
高
く
評
価
し
て
い
た
と
い

う
事
実
を
読
者
に
伝
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
た
後
述
す
る
。

二
「
千
種
」に
記
載
さ
れ
た
人
の
名
と
花
押

「
千
種
」
に
は
、
ま
さ
に
眼
に
見
え
る
か
た
ち
で
人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
壺

図2　灰被天目　
中国・福建省建窯　南宋時代（（（世紀）
徳川美術館蔵（法量は７頁図３）

図1　姥口雹釜　
室町時代（（5世紀後期）　高（(cm　胴径（（.（cm　
徳川美術館蔵
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の
底
に
、
墨
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
確
に
判
読
で
き
る
文
字
も
あ
れ

ば
、
花か

押お
う

も
あ
り
、
読
み
取
り
易
さ
に
は
幅
が
あ
る
（
図
3
・
4
）。
一
六
世
紀
の
二

つ
の
茶
会
記
（
史
料
(7)
　

(9)
）
に
は
、「
千
種
」
の
底
が
膨ふ

く

れ
、「
祥
」
と
い
う
文
字
と
四

個
の
花
押
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
花
押
に
つ
い
て
識
別
さ
れ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
、「
千
種
」
の
附
属
文
書
に
含
ま
れ
る
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
の

久
田
半
床
庵
譲
状
（
口
絵
㉝
／
史
料

(18)
）
に
は
、
千
種
の
五
個
の
花
押
の
う
ち
四
個
は
、

相
阿
弥
（
一
四
七
二
〜
一
五
二
五

　同
朋
衆
と
し
て
足
利
将
軍
に
仕
え
た
）
と
、
所
有
者
で
あ

っ
た
引
拙
、
重

じ
ゆ
う

宗の
そ
う

甫ほ

（
一
五
六
四
〜
八
四
年
頃
活
躍
）、
誉
田
屋
徳
林
の
も
の
と
記
さ
れ

て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
ど
の
花
押
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
六
世
紀
や
一
九
世
紀
後
半
の
緊
密
な
茶
人
た
ち
の
世
界
に
お
い
て
は
、｢

千
種
」

に
据
え
ら
れ
た
花
押
は
た
や
す
く
読
め
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
在
で
は
五
つ

の
花
押
の
形
は
鮮
明
に
わ
か
る
が
、
判
読
で
き
る
の
は
右
端
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

花
押
の
上
に
「
徳
林
」
と
の
署
名
が
あ
る
か
ら
で
、
徳
林
が
壺
の
所
有
者
で
あ
っ
た

事
実
を
表
す
と
と
も
に
、
壺
に
対
す
る
賞
賛
の
証あ

か
し
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

今
、
残
り
四
つ
の
花
押
が
判
読
で
き
な
い
こ
と
は
、
こ
の
壺
の
重
要
性
を
減
少
さ

せ
る
も
の
で
は
な
い
。
花
押
の
墨
の
色
に
は
若
干
の
違
い
が
あ
り
、
赤
外
線
写
真
で

み
る
と
そ
の
差
異
は
明
白
で
あ
る
（
図
4
）。
墨
色
の
違
い
は
、
花
押
が
異
な
る
時
期

に
据
え
ら
れ
た
と
い
う
説
と
一
致
す
る
。
一
六
世
紀
末
ま
で
に
五
人
の
人
物
が
こ
の

壺
を
入
手
し
、
筆
と
墨
に
よ
っ
て
自
ら
の
名
を
記
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
壺
が
緊
密

d

a

図3　「千種」底面の五つの花押と文字

各花押の様式と位置から、以下の順で書かれ
たと推測される。
（a） 中心部の縦長の墨書（e）の上部の上
下逆に捉えられた花押。

（b） 徳隣による署名（f）の左側に据えられ
た花押。

（c） 左下の花押（「祥」という文字［d］の下）。
（e） 上下逆の花押（a）の真下の花押。
（f） 徳隣の署名と下に据えられた花押。

この順序から判断すると、16世紀の二つの茶
会記に4つの文字・花押に関する情報が記さ
れた時点では、当時「千種」を所有した誉田
屋徳林は、自分の花押を据えていなかったと
考えられる。

f

b

c

e
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で
個
人
的
な
繫
が
り
を
も
つ
の
に
値
す
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
ち
主
が
花

押
を
み
る
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（

（
（

。

こ
の
文
字
を
記
し
た
人
々
は
、
名
は
情
報
を
簡
明
に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
茶
人
た
ち
は
茶
道
具
に
固
有
の
名
を
与
え

た
の
で
あ
る
。

三
「
千
種
」の
命
名

日
本
に
お
け
る
「
も
の
」
に
名
を
与
え
る
と
い
う
慣
習
は
、
茶
人
が
始
め
た
わ
け
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